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論文要旨

人間は主に視覚を通して空間内の物体を認識し、様々な情報を得ている。そして、人間が視覚から得る

情報は物理的な情報のみではなく、「美しい」や「派手」といった印象を得ている。このような印象は「感性」

と呼ばれ、コミュニケーションでは重要な役割を担っている。特に「顔」は感性的な情報を多分に持つ特

別なメディアであり、その内容は性別や年齢・個性など、静止状態から得られる情報のみならず、動きに

も含まれている。これら、感性を取り入れたコンピュータ・インターフェースを実現することができれば、

人間とコンピュータとの認識の隔たりを和らげ、使いやすいコンピュータを実現できる。そこで、本研究

では「顔」の感性を操作することに着目した。

感性をインターフェースに導入するには、「ユーザの感性の認識」と「感性に訴えかける表現法」が必

要であり、この両者は互いに関係し合っていなければならない。感性を扱う一つの方法として、感性に合

わせた情報の「誇張」が挙げられる。コンピュータ上で顔の誇張を実現する方法として似顔絵生成システ

ムや CGアニメーション用の誇張表現法などがあるが、本研究では 2枚の入力画像の一方から他方へ滑ら

かに変化する過程を出力できる「画像モーフィング」に着目した。画像モーフィングは、画像が持つテク

スチャ同士の濃淡差やテクスチャの細かな模様などの、感性的な情報を多分に含んでいる高品位な情報に

ついて、品質を落とさずに出力することができる手法である。そして、画像モーフィングにおいて外挿を

用いることで動きとテクスチャの変化を伴った誇張が可能である。本研究の目的は、画像モーフィングを

用いることで、現実感を損なわない高品位な誇張を実現し、テクスチャの変化と動きの感性を取り扱う手

掛かりとなるシステムの構築を目指すことである。高品位な誇張を実現することにより、個性や感性の解

析やコミュニケーション支援への利用が期待できる。しかし、基本的な画像モーフィングの枠組みでは、

出力画像の品質に影響する問題点があり、現実感や感性の情報を損なう可能性がある。問題点は大きく 2

つあり、ひとつはユーザが画像間の対応を詳細に与えなければならないこと、そしてもうひとつは画像の

表示可能なダイナミックレンジによる濃度値の制限である。本論文ではまず、これら画像モーフィングの

問題点を解決する手法を述べる。

画像モーフィングは、一方のテクスチャが他方のどのテクスチャに変化するか、という画像間の対応情

報をパラメータとして与えなければならず、これを正確に与えなければゴーストと呼ばれるノイズが発生

する。テクスチャの対応を手動で正確に入力することは非常に手間となるため、本研究では少数の特徴点

から自動に特徴点を追加することでテクスチャの対応を修正する手法を提案する。結果としてテクスチャ

の対応の誤りを修正し、精密な対応が得られることを確認した。また、修正した結果を用いることでゴー

ストが取り除かれることを確認した。

画像モーフィング処理内の補間処理において、外挿を適用することで 2画像間の誇張を実現できる。し

かし、外挿は 2つの値の「外側」を出力するため、テクスチャの誇張において出力濃度値の範囲が入力画

像のダイナミックレンジを超えて非常に広くなる場合がある。

したがって、出力画像のコントラストを適切に表示することは困難である。そこで本研究では、次善の

策として局所コントラストを保存するダイナミックレンジ圧縮手法を提案する。

結果として、白飛び黒潰れなく、細かなテクスチャの残された高品位な誇張結果が得られた。

2つの基本問題は 2つの提案手法によって解決されるが、画像モーフィング手法は形状と濃度値を線形

に変化させるのみであり、複雑な感性を扱うに至っていない。そこで、本研究では感性を扱うことへ向け

た応用として「肌の粗さ」の操作に着目した。肌の粗さは部分的に異なるパターンであり、局所的に取り
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扱うべき情報である。また、各画素の濃度値を独立に誇張可能である画像モーフィングは局所的な操作に

適しているといえる。そこで、本研究では肌の粗さを局所的に操作する手法を提案し、異なる人物間で顔

画像の肌の粗さを誇張する実験を試みた。結果として、その人物の肌テクスチャの特徴を残しつつ、粗さ

の操作を実現した。また、画像間で肌の粗さを局所的に比較し、粗さの差が顕著になるよう誇張された肌

を生成できた。

以上のように本研究では、画像モーフィングの 2つの基本問題を解決する手法と感性を扱うことに向け

た画像モーフィングの応用手法を提案した。テクスチャ対応修正手法により、対応が不十分な場合に発生

するゴーストの除去を実現し、ダイナミックレンジによる濃度値の制限では、提案したダイナミックレン

ジ圧縮手法によって、細かいテクスチャの残る誇張画像を表示することを実現した。これらの改善により

画像モーフィングの基本問題は解決され、画像モーフィングを高品位な画像の誇張を実現するシステムと

して利用可能となった。また、肌の粗さの操作では、画像モーフィングの枠組みを用いて、個人の肌テク

スチャの特徴を残しつつ粗さを誇張することが可能となった。本研究では、これら基本問題を解決する手

法と肌の粗さの操作を組み合わせたシステムを構築し、最終的な誇張の品質に改善がみられたかを確認す

る実験を行った。結果として、テクスチャ対応の修正はゴーストの除去のみでなく、細かな形状の誇張を

可能とし、誇張の品質を向上させていた。また、ダイナミックレンジ圧縮は、画像間の対応を修正しきれ

なかった際の白飛びや黒潰れとなったゴーストを目立ちにくくする効果もみられた。これらの効果は誇張

の品質を向上させ、画像の不自然さを軽減する効果が期待できる。以上の品質改善により、感性的な印象

を解析するための基本的な枠組みの可能性を見出した。また、枠組みには画像モーフィングを利用してい

るため、誇張されていく動きを持った映像を生成可能である。さらに、肌の粗さの操作手法によって、画

像モーフィングの応用の可能性が大きく広がった。肌の粗さ以外の感性の操作を導入できれば、動きを含

めた顔の感性の解析・可視化に大きく貢献することができる。以上から、現実感のある感性を含めた高品

位な誇張結果を持つ顔インターフェースの生成に貢献できる技術を示すことができた。


